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11/1 1.06
11/3 1.08
11/8 1.10
11/10   1.09
11/15   1.06
11/17   1.06
11/22   1.05
11/24   1.05   
11/29   1.05
12/1     1.03
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12/8     1.02
12/13   1.04
12/15   1.06
12/20   1.06
12/22   1.04
12/27   1.03
12/29   1.03
1/3 0.97
1/5 0.90
1/10     1.04
1/12     1.11
1/17     0.92
1/19     0.90
1/24     0.89
1/26     0.87
1/31     0.88
2/7 0.91

11/1 1.01
11/3 1.03
11/8 1.07
11/10   1.05
11/15   1.05
11/17   1.05
11/22   1.03
11/24   1.05
11/29   1.07
12/1 1.04
12/6     1.02
12/8     1.07
12/13   1.17
12/15   1.19
12/20   1.11
12/22   1.07
12/27   1.09
12/29   1.10
1/3   1.04
1/5 0.96
1/10     1.08
1/12     1.09
1/17     0.91
1/19     0.86
1/24     0.83
1/26     0.80
1/31     0.84
2/7 0.91

全国 福岡宮崎
11/1 1.04
11/3 1.05
11/8 1.08
11/10   1.08
11/15   1.08
11/17   1.08
11/22   1.04
11/24   1.04
11/29   1.06
12/1 1.05
12/6     1.04
12/8     1.06
12/13   1.12
12/15   1.15
12/20   1.12
12/22   1.10
12/27   1.06
12/29   1.05
1/3   0.98
1/5 0.88
1/10     1.05
1/12     1.15
1/17     0.92
1/19     0.89
1/24     0.86
1/26     0.83
1/31     0.87
2/7 0.92

実効再⽣産数 実効再⽣産数実効再⽣産数

延岡市の実効再⽣産数
5/16 1.26
5/23 1.09
5/30 0.74

6/3 0.76
6/7 0.92
6/14 0.68
6/21 0.95
6/25 0.92

7/5 2.18
7/12 1.54
7/19 1.71
7/26 1.72
8/2 1.17

8/7 1.25
8/9 1.09
8/15 1.11

8/24 1.57
8/29 0.96
9/6 0/73
9/15 0.82

9/20 0.65

9/26 1.09
10/3 0.93

10/10 0.90

10/17 1.25
10/24 0.86
10/31 0.93

11/8 0.98

11/15 1.00
11/22 1.00

11/29 1.28
12/5 1.33

12/12 1.54
12/19 1.24
12/26 1.26

1/2 0.91
1/10 1.15
1/17 0.73
1/24 0.51
1/31 0.80
2/7 0.81
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実効再⽣産数（2/7）

9/6 178
9/14 150
9/17 54
9/24 71
10/3 83
10/10 28
10/17 93
10/24 83
10/31 65
11/7 69
11/14 75
11/21 59
11/28 107
12/5 143
12/12 301
12/19 363
12/26 496
1/2 288
1/6 413
1/16 213
1/23 76
1/30 83
2/6 45

宮崎県全域で減少傾向

⼤分実効再⽣産数
11/1  1.01
11/3  1.04
11/8  1.07
11/10 1.06 
11/15 1.08
11/17 1.09
11/22 1.07
11/24 1.06
11/29 1.06
12/1       1.06
12/6       1.00
12/8       1.01
12/13     1.12
12/15     1.16
12/20     1.11
12/22     1.09
12/27     1.07
12/29     1.05
1/3          1.00
1/5   0.94
1/10        1.04
1/12        1.08
1/17        0.91
1/19        0.89
1/24        0.85
1/26        0.83
1/31        0.86
2/7 0.92
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延岡市の感染⼈数

週間感染者数(延岡市)
今週 298⼈
１週前 357⼈
２週前 607⼈
３週前 1549⼈
４週前 2261⼈
５週前 1978⼈

宮崎県DATA (2/7)
医療機関⼊院中104名(延5)
宿泊療養施設⼊所中272名(延4)
⼊院ベット専有率
（宮崎県25.0％）（延7.4％）

1

九州の感染者は減少、中国・四国が感染者多い。
また、中国からの渡航者から、BF7, BQ.1,XBB.1.5
に注意。国内感染者は、しばらく横ばい状態で、
オミクロン亜種の増加で、再上昇の可能性⾼い

宮崎県
243(21位)



BA.5

Omicron

BA.5

オミクロン株の⽅が死亡者数多い

BA.5

Omicron

BA.1 BA.5

感染症は割合（％）ではなく、総数が問題 9/2： 347⼈
12/8 : 243⼈
12/29: 420⼈
1/14: 503⼈

上昇傾向

上昇
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BA.2

死者数第７波のピークを超えた

過去最⾼→

死亡者数
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宮崎県の感染者数

宮崎県の病床使⽤率
4498

3

10万⼈単位死亡者今週も連続で宮崎県１位



オミクロン派生株
「ＸＢＢ．１．５（クラーケン） 「現存する最悪の新型コロナ変異株」

実効再⽣産数最⼤→

• ⽶疾病対策センター（ＣＤＣ、12/31）：直近の週の国内のオミクロン株派⽣型
「ＸＢＢ．１．５」による感染が４０．５％を占めた。前週の２倍に急拡⼤。

• ⽶国で感染者数や⼊院者数が増加

• 現存するオミクロン下位変異株のうち免疫回避⼒が最も強い

• ＸＢＢ．１．５は「ステルスオミクロン」と呼ばれたＢＡ．２から派⽣したＸＢＢ
の下位系統.

• 「現存する最悪の新型コロナ変異株」:免疫回避性＋伝染性が過去最⾼。

• XBB1.5は486領域に変異（S486P変異）をもっておりそれがACE2への結合力を増強
＝細胞と結合する力が強い=細胞への侵入効率が高い（BA.5の2~4倍）

• XBBは、人体の免疫に勝りやすいように変異→その代わりに人間の細胞に対する感
染力（結合力）は低下した。結合力を高めたのが、XBB.1.5として出てきた

• オミクロンXBB.1.5株は、オミクロンBA.2株またはBA.5株ブレイクスルー感染に
よって誘導される中和抗体に対して極めて抵抗性を⽰した。

• 集中治療室の⼊院患者１１％増加した。

• ⽇本国内でも、12/26の千葉の分離株が、ＸＢＢ．１．５と確認、昨年12月以降、
都内で31件確認

• ⼼臓、脳⾎管、胃腸の障害が⽣じやすい。

• EUでは、まだ全体の２.５％程度で、今から１ヶ⽉は、優位な亜種にはならない。

4

結合⼒がオミクロン
BA.2株と⽐べると6倍、
オミクロンXBB.1株と
⽐べると4倍

The Lancet Infectious Diseases
DOI: 10.1016/S1473-3099(23)00051-8



新型コロナウイルスの変異株の系統図
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⽶国で急増
⾼い実効再⽣算数

XBB：２種のBA.２亜種
のハイブリット
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ケンタウロス

グリフォン クラーケン
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オミクロン対応2価ワクチンの追加接種

XBB.1.5に対する感染予防効果 ４８％
（18~49歳：49%, 50~64歳：40%, 65歳~：43%）
BA.5に対する感染予防効果 ５２％

CDC Dataから
２価ワクチン打てばかかりにくい

B A.2やBA.5に感染した⼈も
容易にXBB.1.5に感染する

感染者はあまり増加していないのに⼊院患者が増加

ニュージャージー州などの学校で
は、マスク着用が再び義務化
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• 全国的に感染者数が減少傾向。暫く⼩康状態のあと微増し、どこかのタイミングで亜種による9波
• 実効再⽣算数では、全国的に低下。
• 感染の実態は、九州が減少し、中・四国に感染者が多い。
• 延岡市の実効再⽣産数は、１以下が続いており、感染者数の減少傾向は、しばらく続くと考えられる。
• 加えて、県内の病床使⽤率は、60％と急増したが、その後減少に転じ、現在25％に低下（医療緊急警報2/8~）。
• 県内の、死亡者数は全国平均と同様に、第８波になって急増している。（直近30⽇間の10万⼈単位死亡者数宮崎県全国1
位）

• ⾼齢者への感染が増加し、⼊院患者数、重症患者数、死者数も減少傾向に転じた。
• 延岡市内の⼊院患者もこの１週間５〜１０⼈程度を推移しており、減少傾向となった。
• 以上より、全国的には感染者減少傾向にあり、延岡市内にも減少傾向であるが、⼊院患者も減少してきた。
• 今後、BQ.1, BQ.1.1系統への、置き換わりが進んでいる。今後、⽶国から、XBB.１.5が流⼊し、増加する可能性あり。
• 延岡市点滴センター：患者減少
• コロナ関連患者の救急要請件数、減少傾向。
• インフルエンザは、A⾹港株が、今週に⼊って再度若年層で増加傾向。(福岡、⿅児島は、警報。宮崎、佐賀がもう少しで
警報)

• インフルエンザとコロナとの共感染の症例が増えてきた。
• 現在、発熱外来での感染ウイルスの⽐率は、６割インフルエンザ、４割コロナ
• サッカー、プロ野球のキャンプで⼈流増加で、インフルエンザもコロナも増加する可能性あり
• ３⽉末からに亜種による波が来る可能性あり

By 佐藤圭創8


